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第2884回例会　2017年3月7日（火）  天候　晴 月間テーマ 水と衛生月間(3/13世界ローターアクトの日)

「平成29年度税制概要について」  

「青年会議所 2017年度の活動について」

■ロータリーソング　奉仕の理想

■司　会　五十嵐　正　会長

■ビジター　　一般社団法人　函館青年会議所

　　　　　　 　理事長　堀田　剛史氏(函館ＲＣ)

■今月の誕生日　

3日 佐藤美子会員、7日 今井会員、10日 戸嶋会

員、19日 安田雄二会員、22日 吉田会員、27日 

森元会員、30日 吉村会員

■今月の結婚日
1日 佐々木会員、9日 工藤会員、14日 矢島会員、

20日 五十嵐正会員、27日 戸嶋会員、28日 三輪

会員

■会長報告
１、3月4日、5日会長エレクト研修セミナーが開

催されました。山谷会長エレクト報告お願い致し

ます。

■幹事報告　

１、例会終了後、理事会を開催、又、本日6:30よ

り当ホテルにて第4回アッセンブリーを開催致し

ます。

２、他クラブ情報　3月13日(月)函館亀田ＲＣ夜

間例会に変更です。

国によって国際青年会議所（JCI）が発足、日本も

1951年にJCIに加盟しました。函館青年会議所は、日

本で4番目に設立された青年会議所で、日本青年会議

所の創立にも加わりました。「明るい豊かな社会」

の実現を同じ理想とし、次代の担い手たる責任感を

持った指導者たらんとする青年の団体です。

　現在、青年会議所は『修練』・『奉仕』・『友

情』を信条として、それぞれの地域で活動していま

す。青年会議所の事業目標は“社会と人間の開発”

であり、その具体的事業として、我々は市民社会の

一員として市民との共感を求め、社会開発計画によ

る日常活動を展開し、「自由」を基盤とした民主的

集団指導能力の開発を押し進めています。さらに日

本の独立と民主主義を守り、自由経済体制の確立に

よる豊かな社会を創り出すため、市民と共に進む団

体、それが青年会議所です。

　青年期のトレーニングと実践経験の磨かれた人材

を育てます。青年は、人種・国箱・性別・職業・宗

教の別なく、自由な個人の意思によりその居住する

各地域の青年会議所に入会できますが、20歳から40

歳までという年齢制限を設けています。これは青年

会議所が、青年の情熱を集結し社会に貢献すること

を目的に組織された団体だからです。

　会員は、満40歳に達した翌年には卒業することに

なっています。この年齢制限は青年会議所最大の特

性であり、常に組織を若々しく保ち、果敢な行動力

の源泉となっています。

　各地青年会議所の理事長をはじめ、すべての役割

は1年間に限られています。青年会議所は一人ひとり

の会員が優れたリーダーシップを持つ社会人となる

ためのトレーニングも行う団体ですから、1年ごとに

さまざまな役割を経験することで、会員は豊富な実

践経験を積むことができ、自己修練の成果を個々の

活動に活かしていけます。

2017年度のスローガンは
「Dreams Come True　時代の挑戦者として　地域と
共に夢ある未来を創造しよう」

http://www.hakodate-east.org/

第２８85回
3月14日（火）

本日のプログラム

次週のプログラム 3月21日（火）

一般社団法人 函館青年会議所
理事長　堀田　剛史氏(函館RC)

会員卓話 池垣　信一会員

「裁判員制度について」  
函館地方検察庁　検察広報官 杉山　利幸氏

青年会議所
（Junior ChamberJC）とは

青年会議所の特性

　青年会議所は、自由な社会と経

済発展を実現し、新しい社会をリ

ードするにふさわしい人材育成を

目的として、1915年にアメリカ合衆国セントルイス

に生まれた小さな青年活動グループから始まりました。

　その活動は次第に拡大していき、1944年にはアメ

リカ、コスタリカ、エルサルバドル、グアテマラ、

ホンジュラス、メキシコ、ニカラグア、パナマの8カ



広めようロータリーを・前進のために

■ニコニコボックス

市内他クラブ　プログラム

◆ テレフォンサービス　26-3170 ◆

3月15日㈬
3月16日㈭
3月17日㈮
3月20日㈪

函 館 北 ＲＣ
函　館　Ｒ　Ｃ
函館五稜郭ＲＣ
函館亀田ＲＣ

卓 　 　 話

卓 　 　 話

卓 　 　 話

祝 日 休 会

五十嵐正会長、石畑弘樹幹事　函館青年会議所　理事
長堀田剛史様　本日の卓話よろしくお願い致します。
　川会員、山谷会員　ペッツ、財団、米山セミナー無
事終了しました。
佐々木会員　結婚記念日お花ありがとうございました。
三輪会員、松山会員、田中会員、吉田会員、佐藤真一会
員、岩山会員、宮﨑あけみ会員、林会員、平井会員、安田
真也会員、森元会員、新保会員、宮崎徳三郎会員、佐藤
美子会員、五十嵐稔会員、時田会員　月初めです。
佐藤雄喜会員　親睦活動委員会の皆様　御苦労様です。
黒島会員　堀田弁護士　本日宜しくお願いします。
杉谷会員　春ですね。
安田会員　誕生月です。
五十嵐正会長、松山会員、時田会員、五十嵐稔会員、

運動方針としては、

地域の未来を描く　政策策定

大人も子供も夢を実現できる地域を創ろう　青少年

の育成

世界の中の函館を意識する　国際都市を目指して

共感のうねりを創ろう　広報の充実

仲間を増やそう　会員の拡大

自己の研鑽に取り組む　研修

 函館青年会議所は昨年、公益社団法人日本青年会議

所北海道地区協議会第６５回北海道地区大会函館大

会を主管しました。主管立候補決定から開催にいた

るまで、数多くの人たちの手によって作り上げられ

た大会でした。 共に大会を成功させるべく様々な意

見や激励を送ってくださった北海道地区協議会の役

員の皆様、我々と一体となって地区大会を作り上げ

てくれた地区大会運営委員会の皆様、副主管である

道南１２ＬＯＭの理事長をはじめとする会員の皆様、

我々のすべてを支えてくださった函館青年会議所同

友会の先輩、主管立候補から誘致そして地区大会の

意義、実施にいたるまで共に考え、そして毎日のよ

うに地区大会のために活動をしてくれた会員全てに

感謝申し上げます。 我々は誇れる北海道を未来へつ

なげるため、精一杯活動し、会員一人ひとりが成長

しました。それを糧に新しい一歩を踏み出します。

　我々函館青年会議所は、６６年にわたり地域と共

に明るい豊かな社会を創造しながら歩んできた。そ

して、これからもこの地域の未来のために運動を続

けていかなければならない。私は、わずか１２年間

の活動であるが感じたことが幾つかある。 まず、青

年会議所の運動は、明るい豊かな社会の創造のため

の手段に過ぎない。その手段に振り回されて目的を

見失うことは本末転倒である。だから目的を見失わ

ず、我々が明るい豊かな社会を創る主役であるとい

う気概を持って活動しよう。 次に、我々は失敗さえ

も許される。世界は常に動いており、その速度は、

どんどん早くなって１０年後さえ予想は困難である。

だから失敗してもいい、時代の挑戦者として、変化

を恐れず運動していこう。仲間と力を合わせ、社会

を変える運動を創ろうではないか。また、我々には

広い視野が必要だ。函館や道南も、他の地域を無視

して成り立つわけではなく、北海道や日本や世界に

も目を向けなければ井の中の蛙になってしまう。だ

から、この地域に軸足を置きながらも広く世界に目

を向けて世界の成長を取り込む運動を行っていこう。 

さらに、我々は地域のためだけではなく会員のため

にも運動している。入会直後はやる気に満ち溢れて

いたにもかかわらず、入会後しばらくすると活動の

意味を感じられない会員も残念ながら存在する。し

かし、それは本人にもＬＯＭにも大きな損失である。

だからこそ、函館青年会議所に所属していることが

誇りに思える、達成感、充実感を共有できる活動を

目指そう。そして、本当の意味で地域から求められ

る運動を続けていこう。我々は運動を構築するとき、

地域に必要とされているかを常に考えている。なぜ

それが必要なのか、その根拠は何か、その根拠は正

しいのかを徹底的に考えよう。また結果を検証し、

成功や失敗を丁寧に分析しよう。そうすればその運

動は必ず地域に求められ、地域の未来を創造する運

動へと昇華される。 最後に、我々は地域の未来を創

るための運動を展開している。だから我々が理想を

もって、バカにされても夢を語り、夢を実現するた

めに真剣に活動しよう。一人ひとりが熱意をもって

我々の運動を家族、会社、友人に伝えることが出来

れば、一つ一つの積み重ねが必ず大きなうねりとな

って、理想の地域の実現に近づいていくのである。

　ＮＡＳＡの門には次の言葉が刻んである。

Dream can do
Reality can do （思い描くことができればそれは現実に
なる）

　我々は理想をもって夢を思い描こう。夢を実現す

るためにチャレンジしよう。

そして精一杯活動しよう。我々一人ひとりがこの地

域の主役なのだから。  

佐藤真一会員、宮﨑あけみ会員、佐藤美子会員、林会員、
新保会員　お花代として
■広告料
㈱北海道新聞 安田販売所　安田　雄二会員
■出席報告
・3月7日(火)46名中出席28名(免除2名)
・2月21日(火)75.56％

松風町9－10　電話22－6111
福嶋　貢　会員

(資)山二男澤商店
中島町17－1　電話 53－5555

原　隆俊　会員
労働行政事務代行 原事務所

(一般社団法人 函館青年会議所HPより一部抜粋)


